
 

「早寝早起き朝ごはん」アプリコンテスト表彰式 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆開催日時：令和７年 2 月 19 日（水）11:00～11:50 

◆会  場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

◆主  催：「早寝早起き朝ごはん」全国協議会 

◆共  催：独立行政法人国立青少年教育振興機構、公益財団法人パナソニック教育財団 

◆後  援：文部科学省 

◆特別協力：公益財団法人上廣倫理財団 

◆応募者数：【アイデア部門】663 作品、【開発部門】61 作品 

◆受賞者数：各部門５名、計１０名 

◆事業目的：小、中、高校生等を対象として、「早寝」「早起き」「朝ごはん」などの生活リズム向上のきっかけとなる機能を有するア

プリ又はアプリのアイデアを募集し、優秀作品について表彰を行う。それにより、青少年が生活リズムを整えることの

大切さを意識し行動する自主性をはぐくむとともに、「早寝早起き朝ごはん」国民運動の大切さを広く社会に普及する。 

◆表彰式概要 

 ◯開会挨拶 

・開会挨拶として、協議会の田中副会長より、本コンテストの応募や審査に 

ご支援とご協力いただいた多くの皆様、特別協力として支援をいただいた 

上廣倫理財団への深い感謝を申し上げました。 

 

 

 

 

 
挨拶 田中 壮一郎 

（「早寝早起き朝ごはん」全国協議会副会長） 



 

 ○来賓紹介、来賓挨拶、審査委員（企画運営委員）の紹介 

○表彰状の授与 

・最優秀賞（文部科学大臣賞）、「早寝早起き朝ごはん」全国協議会賞、パナソニック教育財団賞、国立青少年教育振興機構賞、

審査委員会賞の５賞の表彰が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○受賞者の発表 

・最優秀賞の受賞者から、作品の説明や魅力、自分の作品が本当にアプリになったら、みんなに使ってもらって、どうなって

ほしいかなど、スピーチを行いました。 

・スピーチでは、“楽しく続ける”、“みんなで共有する”、“大人にも使ってほしい”、“実績を可視化”などの言葉、そして、受

賞への驚きと喜びの感想を発表されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○講評、記念撮影、案内、閉会 

・赤堀審査委員長から、応募してくれた皆さんのこれからの可能性への期待や、アプリや IT 以外にも、自然体験活動、読書、

地域行事やお手伝い、様々な体験を通して成長していく事を応援する旨の講評がありました。 

 

最優秀賞（文部科学大臣賞） 

愛知県刈谷市立亀城小学校 加藤 遥乃さん 

 島根大学教育学部附属義務教育学校 俵 恵太さん 

「早寝早起き朝ごはん」全国協議会賞 

香川県高松市立多肥小学校 高橋 あいさん 

  名古屋大学教育学部附属中学校 川口 明莉さん 

パナソニック教育財団賞 

愛知県岡崎市立六ッ美中部小学校 清水 瑛斗さん 

  熊本県立第一高等学校 中原 政隆さん 

国立青少年教育振興機構賞 

東京学芸大学附属竹早小学校 森田 小春さん 

 愛知県飛島村立飛島学園 伊藤 愛依子さん 

審査委員会賞 

東京学芸大学附属竹早小学校 小島 璃莉子さん 

 愛知県刈谷市立刈谷南中学校 清水 翔馬さん（欠席） 

加藤 遥乃さん のスピーチ 俵 恵太さん のスピーチ 


